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平
成
29
年
6
月
定
例
会
　
第
101
号

人
事
案
件
５
件
な
ど
を
含
め
全
15
議
案
を
可
決

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
（
６
月
議
会
）
が
、
６
月
６
日
か

ら
16
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
監
査
委
員
の
選

任
な
ど
の
人
事
案
件
５
件
を
は
じ
め
、
条
例
の
制
定
、
３
会
計

の
補
正
予
算
、
専
決
処
分
の
承
認
な
ど
計
15
件
の
議
案
等
が
提

出
さ
れ
、
全
議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
５
名
、
傍
聴
者
は

延
べ
11
名
で
し
た
。

諮
問
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

現
人
権
擁
護
委
員
で
あ
る

吉
岡　

浩　

氏
（
竜
角
寺
台
）

の
任
期
が
本
年
９
月
30
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
同
氏

を
再
度
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
と
し
て
法
務
大
臣
に
推
薦
す

べ
く
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る

も
の
で
す
。

議
案
第
１
号　
　
　

全
員
賛
成

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料

譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
栄
町
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

に
つ
い
て
専
決
処
分
し
た
の

で
、
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

議
案
第
２
号　
　
　

賛
成
多
数

　

専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
栄
町
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ

い
て
専
決
処
分
し
た
の
で
、
承

認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
３
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

現
栄
町
監
査
委
員
で
あ
る

山
本　

博
久　

氏
（
安
食
）

の
任
期
が
本
年
６
月
30
日
を

も
っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、

同
氏
を
再
任
す
べ
く
、
議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
４
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

現
栄
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
で
あ
る

杉
田　

秀
樹　

氏
（
成
田
市
）

の
任
期
が
本
年
６
月
30
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
同
氏

を
再
任
す
べ
く
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
５
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

現
栄
町
教
育
委
員
で
あ
る

中
島　

宜
行　

氏(

酒
直
台)

の
任
期
が
本
年
６
月
19
日
を
も

っ
て
満
了
と
な
る
た
め
、
引
き

続
き
同
氏
を
栄
町
教
育
委
員
会

委
員
と
し
て
任
命
す
べ
く
、
議

会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

議
案
第
６
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

　

現
栄
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
期
が
本
年
６
月
19
日
を
も
っ

て
満
了
と
な
る
た
め
、
新
た
に

弘
海　

千
鶴　

氏(

安
食)

を
栄
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し

て
任
命
す
べ
く
、
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号　
　
　

賛
成
多
数

　

栄
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る

情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関

す
る
条
例

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活

用
し
た
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
お
よ
び

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、
町
の
条
例
等
に
基
づ
く
申

請
等
に
つ
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
８
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、
控
除
対
象
配
偶
者
の
見
直

し
、
個
人
住
民
税
及
び
軽
自
動

車
税
に
係
る
課
税
の
特
例
の
適

用
期
限
の
延
長
並
び
に
居
住
用

超
高
層
建
築
物
に
係
る
占
有
部

分
の
床
面
積
の
補
正
及
び
耐
震

改
修
等
が
行
わ
れ
た
認
定
長
期

優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
に
関
す
る
手
続
な
ど
に

つ
い
て
規
定
の
整
備
を
行
う
と

と
も
に
、「
わ
が
ま
ち
特
例
」

が
導
入
さ
れ
た
固
定
資
産
に
つ

い
て
課
税
標
準
の
特
例
割
合
を

定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
９
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、「
わ
が
ま
ち
特
例
」
が
導

入
さ
れ
た
固
定
資
産
に
つ
い
て

課
税
標
準
の
特
例
割
合
を
定
め

る
と
と
も
に
規
定
の
整
備
を
行

う
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号　
　
　

全
員
賛
成

　

栄
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施

行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
支
給
認

議　

案　

審　

議
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い
た
だ
く
機
会
と
し
て
は
、
ま

ず
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
と
し

て
、
若
い
世
代
の
農
業
や
商

業
、
工
業
を
営
む
経
営
者
や
後

継
者
の
方
々
、
子
育
て
世
代
の

方
や
子
育
て
支
援
に
関
わ
っ
て

い
る
保
育
園
及
び
幼
稚
園
の
副

園
長
や
保
育
士
、
児
童
ク
ラ
ブ

の
指
導
員
や
幼
稚
園
の
保
護
者

な
ど
を
考
え
て
い
る
。

　

次
に
、
例
年
実
施
し
て
い
る

町
長
と
の
地
区
懇
談
会
で
地
域

の
皆
様
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

さ
ら
に
、
各
課
な
ど
で
所
管
し

て
い
る
協
議
会
や
団
体
の
方
々

か
ら
も
意
見
を
伺
い
た
い
。
ま

た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

の
意
見
の
募
集
に
つ
い
て
は
、

基
本
構
想
や
基
本
計
画
の
素
案

が
で
き
る
平
成
30
年
を
予
定
し

て
い
る
。

高
萩　

初
枝

問　

児
童
ク
ラ
ブ
の
課
題
と
し

て
、
町
か
ら
竜
角
寺
台
小
学
校

の
老
朽
化
が
課
題
で
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
。
利
用
児
童
数
や
指

導
員
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
老
朽
化
対
策
と
し
て
、

学
校
の
教
室
は
利
用
で
き
な
い

の
か
。
建
物
新
築
す
る
等
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

竜
角
寺
台
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
平
成
10
年
か
ら
町
直
営
で

運
営
を
し
て
お
り
、
今
年
で
19

年
目
に
な
る
が
、
近
年
の
状
況

は
、
平
成
27
年
度
の
利
用
者
数

は
23
人
、
平
成
28
年
度
が
21

人
、
平
成
29
年
度
が
19
人
と
ほ

ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い
る
。

　

指
導
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
基
づ
き
、
１
ク
ラ

ス
ご
と
に
最
低
２
人
以
上
を
配

置
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度

は
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
教

諭
の
資
格
を
有
す
る
主
任
指
導

員
１
名
、
高
等
学
校
教
諭
の
資

格
を
有
す
る
指
導
員
１
名
、
２

年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従
事

し
て
い
た
指
導
員
３
名
の
計
５

名
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

基
本
的
に
毎
日
２
人
以
上
の
シ

フ
ト
制
と
し
て
い
る
が
、
障
害

な
ど
に
よ
り
、
配
慮
が
必
要
な

児
童
が
利
用
す
る
場
合
に
は
、

３
人
体
制
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
夏
休
み
期
間
中
は
、

昨
年
は
利
用
児
童
数
が
通
常
よ

り
10
人
程
度
増
加
し
、
保
育
時

間
も
１
日
と
な
る
こ
と
か
ら
、

臨
時
の
指
導
員
を
募
集
し
、
毎

日
午
前
午
後
３
人
体
制
で
対
応

し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
適
切
な
施
設

を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
性
格

上
、
竜
角
寺
台
小
学
校
の
１
階

定
証
が
保
護
者
の
申
請
に
基
づ

く
任
意
交
付
と
な
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
施
設
が
行
う
支
給
認

定
の
有
無
、
小
学
校
就
学
前
子

ど
も
の
区
分
及
び
保
育
必
要
量

等
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号　
　
　

賛
成
多
数

　

平
成
29
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
９
２
万
７
千
円
を

増
額
し
、
総
額
67
億
７
，

３
５
２
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
歳
入

で
は
、
国
庫
補
助
金
、
繰
入
金
、

町
債
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
で
は
、
地
方
創
生
拠
点
整

備
交
付
金
を
活
用
し
た
、
栄
町

キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
整
備
事
業
、
コ

ス
プ
レ
シ
ョ
ッ
プ
館
整
備
事
業

や
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助

金
、
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ

ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
使
用
料
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
12
号　
　
　

全
員
賛
成

平
成
29
年
度
栄
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

79
万
８
千
円
を
増
額
し
、
総
額

31
億
４
，
０
０
６
万
１
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

町
政
のこ

こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

野
田　

泰
博

問　

計
画
策
定
に
関
し
て
次
期

総
合
計
画
へ
の
町
長
の
基
本
的

考
え
方
及
び
取
り
組
み
方
は
。

ま
た
、
計
画
期
間
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
伺
う
。

答　

基
本
的
に
は
、
議
会
で
の

ご
意
見
な
ど
を
伺
い
な
が
ら
計

画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
人

口
だ
が
、
国
の
人
口
が
減
少
し

て
い
る
中
、
栄
町
に
お
い
て

も
、
今
後
人
口
が
減
少
し
て
い

く
の
は
、
あ
る
程
度
仕
方
な
い

と
考
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

状
況
の
も
と
、
将
来
に
向
け
て

持
続
可
能
な
栄
町
の
発
展
の
た

め
、
計
画
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　

計
画
期
間
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
第
４
次
総
合
計
画
と
同

様
に
、
基
本
構
想
を
平
成
31
年

度
か
ら
８
年
間
と
し
、
基
本
計

画
は
、
前
期
を
平
成
31
年
度
か

ら
平
成
34
年
度
ま
で
の
４
年

間
、
後
期
を
平
成
35
年
度
か
ら

平
成
38
年
度
ま
で
の
４
年
間
と

す
る
考
え
で
い
る
。

　

町
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
を

竜
角
寺
台
小
学
校
の
児
童
ク

ラ
ブ
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て

　

増
額
の
理
由
は
、
歳
入
で

は
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
、
基

金
繰
入
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
前
期
高
齢
者
納

付
金
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号　
　
　

全
員
賛
成

　

平
成
29
年
度
栄
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

26
万
５
千
円
を
増
額
し
、
総
額

13
億
６
，
９
４
２
万
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　

増
額
の
理
由
は
、
歳
入
で

は
、
基
金
繰
入
金
に
よ
る
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
要
介
護
等

認
定
事
業
の
訪
問
調
査
委
託
に

よ
る
も
の
で
す
。

報
告
第
１
号

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に

つ
い
て

　

平
成
28
年
度
栄
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
第
２
条

及
び
平
成
28
年
度
栄
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
第
２

条
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
の
で
、
そ

の
旨
を
議
会
に
報
告
す
る
も
の

で
す
。
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も
重
要
で
あ
り
、
こ
の
計
画
に

早
期
発
見
の
充
実
を
示
し
て
い

る
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
方
の
活

動
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
に

つ
い
て
は
、
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
で
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い

き
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
・
さ

か
え
を
基
本
理
念
と
し
、
各
種

施
策
を
展
開
し
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
積
極
的
に
社
会
参
加
で

き
る
地
域
社
会
を
基
本
目
標
の

ひ
と
つ
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
介
護
予
防
・
認
知
症

及
び
そ
の
予
備
軍
に
対
す
る
対

策
等
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
介

護
予
防
で
は
、
県
の
資
料
か
ら

も
、
寝
た
き
り
に
な
っ
た
原
因

の
約
半
数
が
脳
卒
中
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
栄
町
健
康
増

進
計
画
で
も
第
１
番
目
の
課
題

と
し
て
取
り
上
げ
、
発
症
の
予

防
の
た
め
、
栄
養
・
食
生
活
で

の
改
善
を
啓
発
、
特
定
健
康
審

査
の
受
診
勧
奨
を
推
進
し
、
早

期
発
見
・
早
期
予
防
・
早
期
治

療
に
つ
な
げ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
骨
折
な
ど
か
ら
要
介
護
に

な
ら
な
い
た
め
の
健
康
教
室
の

開
催
や
、
要
支
援
に
な
る
前
の

方
々
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

地
域
サ
ロ
ン
な
ど
で
の
講
座
等

の
開
催
を
実
施
し
て
い
る
。

　

次
に
、
認
知
症
対
策
で
は
、

認
知
症
を
理
解
し
、
早
い
時
期

か
ら
の
発
症
予
防
に
取
り
組
む

こ
と
、
疾
病
の
進
行
を
遅
ら
せ

る
た
め
、
早
期
発
見
に
よ
り
適

切
な
ケ
ア
を
行
う
た
め
の
教
室

や
講
座
な
ど
を
開
催
し
、
知
識

の
普
及
や
啓
発
を
実
施
し
て
い

く
。

戸
田　

榮
子

問　

最
近
、
と
り
わ
け
働
き
方

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
中

で
、
三
年
目
の
若
い
教
師
が
慣

れ
な
い
部
活
動
の
顧
問
と
、
授

業
と
の
重
圧
に
、
自
ら
の
命
を

絶
っ
た
と
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道
が
あ

っ
た
。
栄
町
に
お
け
る
教
職
員

の
勤
務
状
況
、
健
康
問
題
、
中

学
生
の
部
活
動
の
実
態
。
ま

た
、
中
学
校
通
学
バ
ス
の
利
用

状
況
、
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

現
在
、
町
内
小
中
学
校
へ

の
任
用
講
師
の
配
置
は
合
計
９

名
と
な
っ
て
い
る
。
任
用
講
師

と
は
、
国
や
県
の
施
策
と
し

て
、
各
学
校
に
配
置
さ
れ
る
定

数
以
外
に
加
配
さ
れ
る
教
員
の

こ
と
で
、
任
用
講
師
の
配
置
は

ク
ラ
ス
数
に
応
じ
て
決
ま
っ
て

お
り
、
役
割
と
し
て
、
各
学
校

の
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
少
人
数
指
導
、

不
適
応
生
徒
対
応
、
吃
音
等
の

言
葉
の
障
害
の
強
制
指
導
を
行

う
通
級
指
導
な
ど
課
題
に
応
じ

複
数
あ
る
。

　

次
に
、
中
学
校
の
部
活
動
の

現
状
に
つ
い
て
は
、
運
動
系
の

部
活
動
が
15
、
文
科
系
が
３

で
、
部
活
動
全
体
の
加
入
率
は

97
％
を
超
え
て
い
る
。
活
動
状

況
は
、
美
術
部
、
園
芸
部
は
朝

練
習
と
休
日
の
活
動
は
行
っ
て

お
ら
ず
、
運
動
系
の
部
活
動
及

び
吹
奏
楽
部
は
、
平
日
の
朝

夕
、
土
曜
日
の
午
前
中
に
実
施

し
、
日
祭
日
の
活
動
は
不
定
期

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
最
終
下
校
時
刻
を
日
没
時

刻
に
併
せ
、
概
ね
午
後
４
時
過

ぎ
に
開
始
し
、
最
短
で
冬
は
30

分
、
最
大
で
夏
は
２
時
間
程
度

の
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
休
日

の
練
習
は
午
前
か
午
後
の
半
日

が
大
半
と
な
っ
て
い
る
。
休
養

日
と
し
て
は
、
毎
月
１
回
ノ
ー

部
活
デ
ー
を
設
定
し
て
い
た
も

の
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
毎
週

木
曜
日
を
ノ
ー
部
活
デ
ー
と

し
、
一
斉
下
校
と
し
て
い
る
。

　

次
に
、
教
職
員
の
問
題
点
と

し
て
、
朝
や
放
課
後
の
勤
務
時

間
外
を
部
活
動
の
活
動
時
間
と

し
て
い
る
の
で
、
先
生
方
に
負

担
を
か
け
て
い
る
と
認
識
は
し

て
い
る
が
、
一
方
で
97
％
を
超

え
る
加
入
率
は
、
学
校
生
活
の

中
で
、
生
徒
の
興
味
関
心
が
高

い
事
な
の
で
、
文
部
科
学
省
が

計
画
し
て
い
る
指
導
員
等
派
遣

事
業
や
、
千
葉
県
の
教
育
関
係

３
団
体
か
ら
、
中
学
校
の
部
活

動
の
円
滑
な
運
営
や
社
会
人
活

用
の
た
め
県
費
に
よ
る
ス
ポ
ー

ツ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
事
業
を
市
町

村
に
も
充
実
、
拡
大
を
図
る
よ

う
要
望
し
て
い
る
。

　

次
に
、
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

は
、
現
在
１
１
０
名
が
利
用
し

て
お
り
、
登
下
校
時
２
回
づ
つ

運
行
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て

は
、
利
用
人
数
が
バ
ス
定
員
を

上
回
り
下
校
時
に
全
員
を
一
度

に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
る
の
で
、
通
学
路
の
整
備

も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
転
車
等
で
の
通
学
を
お
願
い

し
て
い
る
。

松
島　

一
夫

問　
「
ブ
ラ
ッ
ク
部
活
」
な
ど

と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
学
校
教
職
員
の
過
重
労

働
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
か
る
状
況
の
中
、
２
０
２
０

年
度
の
大
学
入
試
制
度
改
革
、

そ
れ
に
先
立
つ
学
習
指
導
要
領

改
訂
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
か
。

答　

平
成
26
年
12
月
の
中
教
審

答
申
で
は
、
仮
称
大
学
入
学
希

の
空
き
教
室
の
利
用
に
つ
い
て

の
使
用
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
状
で
は
利
用
不
可
能
と
の
回

答
を
得
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、
国
の

補
助
金
を
財
源
に
大
規
模
改
修

で
行
っ
た
ほ
う
が
町
の
持
ち
出

し
が
少
な
く
、
こ
ち
ら
の
ほ
う

が
す
ぐ
に
実
現
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
大
規

模
改
修
に
つ
い
て
の
検
討
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

早
川　

久
美
子

問　

町
民
の
健
康
管
理
・
運
動

習
慣
化
を
目
指
す
取
り
組
み
と

新
た
な
施
策
、
高
齢
者
の
方
の

活
動
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
場

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
介
護
予
防
・
認
知

症
及
び
そ
の
予
備
軍
に
対
す
る

対
策
等
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
を
伺
う
。

答　

は
じ
め
に
、
健
康
管
理
・

運
動
習
慣
化
を
目
指
す
取
り
組

み
で
は
、
栄
町
健
康
増
進
計
画

で
、
栄
養
・
食
生
活
、
身
体
活

動
・
運
動
、
休
養
・
睡
眠
・
ス

ト
レ
ス
の
解
消
、
飲
酒
・
喫
煙
、

歯
と
口
腔
な
ど
の
健
康
テ
ー
マ

ご
と
に
計
画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
疾
病
予
防
に
は
、
健

康
管
理
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
疾
病
の
早
期
発
見

栄
町
教
職
員
の
勤
務
実
態
と

中
学
校
部
活
動
の
あ
り
方
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
今
後
の
運

行
に
つ
い
て

町
民
の
健
康
を
守
る
取
り
組

み
に
つ
い
て

所
謂
「
２
０
２
０
年
教
育
改

革
」
に
つ
い
て
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望
者
学
力
評
価
テ
ス
ト
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
知
能
・
技
能
を

単
独
で
評
価
す
る
の
で
は
な

く
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
を
問
う
入
試
に
改
革
す
る
必

要
が
あ
る
と
提
言
し
て
い
る
。

一
方
、
小
中
学
校
で
は
、
生
き

る
力
の
育
成
に
対
応
す
る
学
習

指
導
要
領
へ
と
平
成
20
年
に
改

定
さ
れ
た
。
こ
の
改
訂
は
、
前

回
の
学
習
指
導
要
領
を
更
に
何

の
た
め
に
学
ぶ
の
か
と
い
う
学

習
の
意
義
を
共
有
し
な
が
ら
、

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
取
り
入
れ
た
授
業
の
工
夫
改

善
を
行
い
、
知
識
・
技
能
の
習

得
、
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
の
育
成
、
学
び
に
向
か
う
力

と
人
間
性
等
の
育
成
の
３
つ
の

柱
で
整
理
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

れ
ら
は
前
指
導
要
領
か
ら
取
り

組
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
新
た

に
時
間
を
確
保
し
な
け
れ
ば
で

き
な
い
も
の
で
は
な
く
、
従
前

の
要
領
を
質
的
に
向
上
さ
せ
る

も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
教
育
委
員

会
と
し
て
も
２
０
２
０
年
度
の

教
育
改
革
に
向
け
、
課
題
を
整

理
し
つ
つ
、
深
化
発
展
で
き
る

よ
う
学
校
を
支
援
す
る
。

　

一
方
、
学
校
現
場
の
多
忙
化

は
、
全
国
的
な
問
題
と
し
て
教

職
員
の
長
時
間
労
働
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
勤
務
時
間
の
適
正

化
に
向
け
、
校
長
会
議
な
ど
に

お
い
て
個
々
の
教
職
員
の
勤
務

時
間
を
管
理
し
、
健
康
を
害
す

る
レ
ベ
ル
の
職
員
が
出
な
い
よ

う
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
長

時
間
労
働
の
縮
減
の
た
め
、
各

校
へ
の
取
り
組
み
を
指
導
し
、

学
校
現
場
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、
継
続
し
て
学
校
を
指
導

し
て
い
く
。
更
に
、
多
忙
化
の

解
消
、
学
習
指
導
要
領
の
実
施

の
た
め
に
、
学
校
現
場
へ
の
人

的
配
置
が
課
題
と
考
え
て
お

り
、
人
材
や
財
源
に
対
す
る
支

援
措
置
を
す
る
よ
う
千
葉
県
教

育
委
員
会
な
ど
に
要
望
し
て
い

る
。

野
田　

泰
博

○
町
の
財
産
（
公
共
施
設
）
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

○
町
営
墓
地
に
つ
い
て

髙
萩　

初
枝

○
龍
角
寺
字
前
原
地
先
の
埋
め

立
て
工
事
に
つ
い
て

早
川　

久
美
子

○
町
の
環
境
美
化
に
つ
い
て

戸
田　

榮
子

○
役
場
職
員
の
勤
務
実
態
と
健

康
管
理
に
つ
い
て
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議
会
用
語
案
内

そ
の
他
の
一
般
質
問

編
集
後
記

　

今
年
も
暑
い
日
々
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
熱
中
症
は
家
の
中

で
も
起
こ
り
え
る
も
の
で
、
水

分
な
ど
の
補
給
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
旧
盆
を
過
ぎ
た
19
日
に
は

今
年
も
リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
４
，

０
０
０
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
る
そ
う
で
す
。
夏
の
夜
空

を
彩
る
花
火
に
癒
さ
れ
、
こ
の

猛
暑
を
乗
り
切
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　

編
集
担
当　

大
野
徹
夫

委
員
会

　

委
員
会
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
組
織
で
、
本

会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
案
件
を
専
門
的
か
つ
詳

細
に
審
査
し
た
り
、
所
管
事
務
の
調
査
を
行
う

機
関
で
す
。
本
町
議
会
に
は
総
務
、教
育
民
生
、

経
済
建
設
の
三
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
他
に
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
に
設
置
さ

れ
る
特
別
委
員
会
と
し
て
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
及
び
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
あ
り
ま

す
。

一
般
質
問

　

一
般
質
問
と
は
、
年
４
回
の
定
例
会
に
お
い

て
、
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
質
問
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
な
お
、
本
町
議
会
で
は

一
問
一
答
方
式
に
よ
り
行
い
、
質
問
及
び
答
弁

を
含
め
60
分
間
の
持
ち
時
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

こ
こ
で
は
、
議
会
で
使
わ
れ
る
議
会
用

語
の
一
部
を
選
び
、
解
説
し
ま
す
。

専
決
処
分
の
承
認 　

長
（
町
長
等
）
が
議
会
を
招
集
す
る
い
と
ま

が
な
い
場
合
な
ど
に
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る

案
件
や
議
会
が
長
に
委
任
し
た
事
項
に
つ
い

て
、
議
会
に
代
わ
っ
て
長
が
処
分
す
る
こ
と
を

「
専
決
処
分
」
と
い
い
、
長
は
こ
の
こ
と
を
次

の
議
会
に
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

繰
越
明
許
費

　

予
算
成
立
後
の
事
由
に
基
づ
き
、
年
度
内
に

そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の

に
つ
い
て
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
経
費
を
い
い
ま
す
。


